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　９月 20 日、 朝日小学校で北海道立図書館市町村活

動支援事業 「ブックフェスティバル」 が開かれました。

　会場となった小学校の体育館には、 道立図書館が所

蔵するしかけ絵本約 80 冊や児童書など約５００冊が

床一面に並べられ、 児童たちは、 自由に歩き回りなが

ら、 思い思いの本を手に取って読書を楽しみました。

朝日小学校　ブックフェスティバル



１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
等
に
つ
い
て

〇
対
策
本
部
会
議
の
開
催
状
況

　

令
和
２
年
２
月
26
日
に
「
新
冠
町
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
て
以
来
、
規
模
を
縮

小
の
上
、
連
日
、
定
例
の
本
部
会
議

を
開
催
し
、
管
内
に
お
け
る
新
規
感
染

者
の
発
生
状
況
な
ど
の
確
認
、
情
報
の

共
有
と
町
内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

場
合
、
速
や
か
に
対
応
や
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
よ
う
体
制
を
維
持
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

〇
感
染
状
況
等

　

当
町
に
お
け
る
感
染
者
数
は
本
年
８

月
末
ま
で
で
４
３
１
人
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
う
ち
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら

４
０
０
人
、
率
に
し
て
９
２
・
８
％
と
、

ほ
と
ん
ど
が
今
年
に
入
っ
て
か
ら
と
い

う
状
況
で
す
。
特
に
５
月
の
１
４
６
名

に
続
き
、
８
月
は
１
４
９
名
と
急
拡
大

が
み
ら
れ
、
９
月
に
入
っ
て
か
ら
も
12

日
現
在
29
名
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
幸
い
に
し
て
罹
患

者
が
重
症
化
し
た
と
い
う
報
告
は
受
け

て
い
ま
せ
ん
。

〇
町
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
罹
患

　

病
棟
看
護
補
助
職
員
１
名
が
８
月
29

日
に
陽
性
者
と
し
て
判
明
し
て
い
ま
す

が
、
休
暇
中
の
感
染
発
覚
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
診
療
所
内
で
は
濃
厚
接
触
者

は
い
な
い
と
保
健
所
よ
り
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

次
に
病
棟
看
護
師
１
名
が
８
月
31
日

に
陽
性
者
と
判
明
し
、
症
状
出
現
前
の

８
月
27
日
に
一
緒
に
夜
間
勤
務
し
て
い

た
看
護
師
１
名
が
濃
厚
接
触
者
に
指
定

さ
れ
た
た
め
、
入
院
患
者
さ
ん
14
名
全

員
と
８
月
30
日
に
退
院
さ
れ
た
患
者
さ

ん
１
名
に
つ
い
て
、
す
み
や
か
に
抗
原

検
査
お
よ
び
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
、

全
員
陰
性
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

８
月
22
日
現
在
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
は
、
町
民
全
体
で
対
象
者
が

５
０
６
７
名
に
対
し
、
１
回
以
上
接
種

さ
れ
て
い
る
方
が
４
２
６
１
名
で
接
種

率
で
は
、８
４
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
は
、
５
歳
か
ら
11
歳
の
小

児
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
の
ワ
ク
チ
ン

で
、
接
種
率
は
28
％
で
す
。

　

次
に
12
歳
以
上
は
３
回
も
し
く
は
４

回
目
接
種
へ
進
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち

４
回
目
接
種
の
対
象
者
は
60
歳
以
上
の

方
お
よ
び
18
歳
以
上
60
歳
未
満
で
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
や
医
療
従
事
者
な
ど

お
よ
び
高
齢
者
施
設
な
ど
の
従
事
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
回
目
以
降
の
接
種
率
で
す
が
、
10

代
が
47
％
、
20
代
が
56
％
、
30
代
が

70
％
、
40
代
が
73
％
、
50
代
は
79
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
60
歳
以
上
は
４
回
目

接
種
へ
進
ん
で
い
ま
す
が
接
種
率
で
は

60
代
が
88
％
う
ち
４
回
目
接
種
終
了
者

は
69
％
、
70
代
で
は
88
％
う
ち
４
回
目

接
種
終
了
者
75
％
、
80
代
88
％
う
ち
４

回
目
接
種
終
了
者
72
％
、
90
代
82
％
う

ち
４
回
目
接
種
終
了
者
67
％
、
１
０
０

歳
以
上
は
全
員
４
回
目
接
種
終
了
者
で

83
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り

組
み
開
始
に
つ
い
て

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
正
式
名

称
を
「
地
方
創
生
応
援
税
制
」
と
い
い
、

国
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方

創
生
の
取
り
組
み
に
対
し
、
企
業
が
寄

附
を
行
っ
た
場
合
に
法
人
関
係
税
か
ら

税
額
を
控
除
す
る
制
度
で
す
。

　

制
度
は
、
平
成
28
年
に
内
閣
府
が
創

設
し
、
令
和
２
年
４
月
の
税
制
改
正
に

よ
り
寄
附
額
の
最
大
６
割
で
あ
っ
た
税

額
軽
減
が
約
９
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
企
業
の

実
質
税
負
担
は
、
１
割
ま
で
に
圧
縮
さ

れ
る
と
い
う
大
き
な
税
制
上
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
税
制
改
正
に
よ
り
企
業
側
の
関

心
は
高
ま
り
、
制
度
改
正
の
行
わ
れ
た

令
和
２
年
度
全
国
の
寄
附
受
入
件
数

は
、
前
年
比
９
２
２
件
増
の
２
２
４
９

件
、
受
入
額
は
、
お
よ
そ
76
億
円
増
の

議　会
-第３回定例会 -

町
長
行
政
報
告

１
１
０
億
円
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
受
入
を
可
能
と
す
る
た
め
寄
附

の
対
象
は
、
町
が
作
成
し
、
内
閣
府
が

認
可
し
た
地
域
再
生
計
画
に
係
る
事
業

に
対
し
て
企
業
が
寄
附
を
行
っ
た
際

に
、
税
額
が
控
除
さ
れ
る
た
め
、
町
は

地
域
再
生
計
画
の
樹
立
を
急
い
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
７
月
８
日
、
当
町

の
地
域
再
生
計
画
が
認
定
さ
れ
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
入
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
中
で
は
、
寄
附
を
し
て
い
た

だ
く
企
業
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
町
づ
く
り
事
業
を
４
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
分
け
、
ま
ち
づ
く
り

全
般
に
わ
た
る
支
援
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
地
域
再
生
計
画
を
構
築
し
ま
し

た
。

　

当
町
に
は
、
ふ
る
さ
と
新
冠
を
離
れ

都
会
で
生
活
の
基
盤
を
築
い
た
方
、
あ

る
い
は
都
会
で
起
業
を
し
た
方
々
が
作

る
東
京
新
冠
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

当
町
で
事
業
を
行
い
、
本
店
を
他
所
に

構
え
る
事
業
者
も
あ
り
ま
す
し
、
当
町

の
レ
・
コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
を
抱
く
企
業
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
当
町
に
想
い
を

寄
せ
、
あ
る
い
は
支
援
の
思
い
を
抱
く

可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
寄

附
と
い
う
性
質
上
、
積
極
的
な
働
き
か

け
に
よ
っ
て
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
町
の
ま
ち
づ
く
り

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
１
件
で
も

多
く
の
企
業
が
当
町
へ
の
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
検
討
し
、
寄
附
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

３　

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大

地
震
に
よ
る
被
害
想
定
に
つ
い
て

　

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
領
域

は
、
過
去
に
巨
大
地
震
や
巨
大
津
波
が

幾
度
と
な
く
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
災
害
記
録
の
分
析

な
ど
か
ら
、
国
は
東
日
本
の
太
平
洋
沿

岸
の
極
め
て
広
い
範
囲
で
の
大
津
波
の

想
定
を
発
表
し
、
こ
れ
を
受
け
、
北
海

道
は
、
本
年
７
月
28
日
に
「
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
に
よ
る
被

害
想
定
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

被
害
想
定
の
前
提
条
件
と
し
て
、
地

震
発
生
時
期
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
被
害

が
異
な
る
た
め
、「
夏
の
昼
」「
冬
の
夕
」

「
冬
の
深
夜
」
の
３
パ
タ
ー
ン
で
推
計

さ
れ
、
「
冬
の
深
夜
」
は
、
就
寝
中
の

時
間
帯
で
避
難
準
備
に
時
間
を
要
し
、

夜
間
の
暗
闇
や
積
雪
・
凍
結
に
よ
り
避

難
速
度
が
低
下
す
る
た
め
、
被
害
が
多

く
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
想
定
さ
れ
る
当
町
の
最
大
津

波
高
は
、
節
婦
漁
港
で
１
０
・
３
㍍
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
想
定
は
、「
建
物
被
害
」
は
津

波
や
揺
れ
に
よ
る
全
壊
棟
数
、「
人
的

被
害
」
は
津
波
や
建
物
倒
壊
に
よ
る
死

者
数
な
ど
が
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に
早
期

避
難
率
や
呼
び
か
け
の
効
率
に
よ
る

「
避
難
行
動
の
違
い
」
を
条
件
分
け
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
件
を
も
と
に
、
最
も
被
害
が

多
く
な
る
と
さ
れ
る
「
冬
の
深
夜
」
で

推
計
し
た
場
合
、
当
町
の
建
物
被
害
の

全
壊
棟
数
は
、
７
６
０
棟
、
人
的
被
害

の
死
者
数
は
最
大
２
６
０
０
人
、
早
期

避
難
率
が
高
く
呼
び
か
け
を
効
率
的
に

実
施
し
た
場
合
で
も
２
３
０
０
人
と
非

常
に
厳
し
い
想
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
的
被
害
は
、
浸
水
区
域
外
へ

避
難
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
推
計
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
新
冠
市
街
地

お
よ
び
節
婦
市
街
地
は
い
ず
れ
も
全
域

が
浸
水
区
域
と
な
る
こ
と
か
ら
、
被

害
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
浸
水
区
域
内
に
あ
る
役
場
、
診
療

所
、
新
冠
小
学
校
な
ど
の
緊
急
避
難
場

所
へ
避
難
す
る
こ
と
に
よ
り
一
定
数
は

被
害
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
般
の
推
計
に
係
る
詳
細

の
デ
ー
タ
を
取
り
寄
せ
て
分
析
し
た
上

で
、
実
態
に
即
し
た
対
策
な
ど
の
検
討

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
診
療
所
の
改
築
に
合
わ
せ
た

津
波
避
難
機
能
の
追
加
検
討
と
節
婦
市

街
地
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
検
討

の
い
ず
れ
に
あ
た
っ
て
も
、
財
源
確
保

が
大
前
提
の
課
題
と
な
り
ま
す
の
で
、

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
地
震
特
措
法
改

正
に
よ
る
特
例
補
助
制
度
の
活
用
や
、

北
海
道
へ
の
新
た
な
財
政
支
援
の
要
望

な
ど
に
も
各
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
対
策

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

４　

ひ
だ
か
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売
合
同
会

社
と
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

ひ
だ
か
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売
合
同
会

社
と
当
町
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
避
難
所

運
営
訓
練
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給

電
車
両
に
よ
る
給
電
体
験
の
実
施
や
町

職
員
を
対
象
と
し
た
当
車
両
の
操
作
講

第３回定例会

　９月 13 日に招集された第３回定例町議会は、９月 16 日、全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、鳴海町長、奥村教育長の行政報告のほか、令和４年度の補正予算などが審議されました。

　町長と教育長の行政報告の概要についてお知らせします。
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習
会
へ
の
協
力
な
ど
に
よ
り
連
携
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
も
連
携
を
継

続
的
に
進
め
る
た
め
、「
新
冠
町
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
を

令
和
４
年
８
月
25
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
協
定
は
、
相
互
の
人
的
・
知
的
資

源
の
交
流
と
物
的
資
源
の
活
用
を
図

り
、
多
様
な
分
野
で
連
携
協
力
を
行
い
、

町
民
の
生
活
維
持
・
向
上
並
び
に
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
が
、
な
か
で
も
防
災
・
災
害
時
に

お
け
る
連
携
協
力
と
し
て
、
新
冠
町
内

に
お
い
て
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
ひ
だ
か
ト
ヨ
タ

自
動
車
販
売
合
同
会
社
が
所
有
す
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
給
電
車
両
の
貸
与
に
よ
る

支
援
を
定
め
て
お
り
、
災
害
発
生
に
よ

る
停
電
時
の
避
難
所
に
お
け
る
電
源
確

保
な
ど
、
大
き
な
援
助
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

５　

診
療
所
改
築
基
本
構
想
に
つ
い
て

 

建
設
か
ら
50
年
が
経
過
し
た
診
療
所

施
設
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
将
来
に

わ
た
っ
て
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
施
設
改
修
が
急
務
と
の
判
断

か
ら
、
昨
年
度
よ
り
「
医
療
介
護
施
設

整
備
検
討
会
議
」
を
起
ち
上
げ
、
診
療

所
改
築
に
向
け
た
内
部
検
討
を
進
め
、

本
年
３
月
に
『
新
冠
町
立
国
民
健
康
保

険
診
療
所
改
築
基
本
構
想
』
を
取
り
ま

と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
改
築
基
本
構
想
は
、
診
療
所
の

患
者
傾
向
や
経
営
状
況
に
加
え
、
施
設

環
境
な
ど
の
現
状
把
握
を
行
っ
た
上

で
、
改
築
後
の
診
療
所
が
目
指
す
方
向

性
な
ど
、
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
基
本
構
想
を
よ
り
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
計

画
反
映
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、『
改
築
基
本
構
想
概
要
版
』
を
全

戸
配
布
し
、
６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
災
害
を
想

定
し
た
改
築
場
所
の
選
定
や
施
設
構

造
、
診
療
科
や
医
療
従
事
者
の
充
実
な

ど
に
つ
い
て
10
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後
の

基
本
計
画
策
定
時
に
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
、
基
本
構
想
に
つ
い

て
は
成
案
化
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
診
療
所
の
改
築
基
本
構
想

を
踏
ま
え
、
基
本
計
画
策
定
に
着
手
し

て
い
き
ま
す
が
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は

改
築
場
所
を
初
期
段
階
で
決
定
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

改
築
場
所
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
想

に
定
め
た
選
定
条
件
に
基
づ
き
、
「
救

急
へ
の
対
応
」
、
「
福
祉
施
設
と
の
連

携
」
、
「
町
民
の
利
便
性
」
を
最
優
先
と

し
て
検
討
し
た
結
果
、
改
築
場
所
は
「
字

中
央
町
7
番
地
の
３
」
を
中
心
と
し
た

現
診
療
所
横
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
適

地
で
あ
る
と
の
判
断
に
至
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

な
お
、
市
街
地
に
お
け
る
改
築
計
画

で
は
災
害
へ
の
備
え
が
重
要
と
な
り
ま

す
が
、
建
物
構
造
の
強
靭
化
を
図
っ
た

上
で
、
一
時
的
な
避
難
所
機
能
に
つ
い

て
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
各
課
横
断
的
に
「
改
築
基
本

計
画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
進
捗
内
容
に
関
し
ま
し

て
は
逐
次
、
議
会
と
協
議
す
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
広
報
な
ど

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
情
報
提
供
に
努
め
る

考
え
で
す
し
、
地
域
説
明
会
の
開
催
な

ど
も
考
慮
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

６　

ポ
ロ
シ
リ

生
活
館
の
落
成
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
過
で
起
き
た
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
材
料
の
高

騰
や
品
不
足
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
工

期
は
半
年
ほ
ど
遅
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
、
無
事
完
成
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

工
事
の
完
成
を
受
け
、
９
月
１
日
に

は
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
ご

来
賓
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
出
席
の
も

と
、
落
成
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

本
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
事

業
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈

呈
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、
９

月
18
日
に
新
冠
ア
イ
ヌ
協
会
主
催
の
供

養
祭
「
イ
チ
ャ
ル
パ
」
が
挙
行
さ
れ
る

の
を
皮
切
り
に
、
９
月
20
日
か
ら
は
地

域
交
流
活
動
や
学
習
活
動
の
場
と
し
て

供
用
を
開
始
す
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

７　

８
月
大
雨
災
害
の
被
害
状
況

に
つ
い
て

　

土
木
施
設
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
、

８
月
11
日
か
ら
12
日
の
大
雨
関
係
で

は
、
主
に
重
機
の
借
上
な
ど
に
よ
り
、

早
急
に
対
応
を
要
す
る
箇
所
が
９
カ
所

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
１
１
９
６
千
円
を

専
決
処
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
復
旧
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
15
日
か
ら
16
日
の
大
雨
で
あ
り

ま
す
が
、
町
内
に
お
け
る
降
雨
量
と
し

ま
し
て
、
新
和
観
測
所
の
記
録
で
は
、

最
大
24
時
間
雨
量
92
㍉
、
最
大
時
間
雨

量
26
㍉
で
、
全
般
的
に
最
大
24
時
間
雨

量
が
１
０
０
㍉
超
え
と
な
り
、
最
大
時

間
雨
量
に
お
い
て
も
30
㍉
前
後
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
美
宇
地
区
で
の
降
雨

量
が
多
く
、
最
大
24
時
間
雨
量
１
５
３

㍉
、
最
大
時
間
雨
量
79
㍉
を
記
録
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
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こ
の
結
果
と
し
て
、
美
宇
・
太
陽
地

区
に
お
い
て
被
害
が
集
中
し
た
こ
と
が

今
回
の
災
害
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。
被

害
内
容
と
し
て
、
道
路
関
係
で
は
道
路

や
路
肩
の
欠
壊
、
法
面
の
崩
落
、
側
溝

の
埋
塞
、
小
沢
な
ど
か
ら
の
土
砂
の
流

入
な
ど
、
ま
た
河
川
関
係
で
は
、
埋
塞
、

河
岸
欠
壊
、
既
設
護
岸
の
破
損
な
ど
、

被
害
が
町
内
全
域
に
及
び
ま
し
た
。
な

お
、
応
急
復
旧
に
よ
る
、
重
機
の
借
上
、

修
繕
料
な
ど
に
よ
り
対
応
し
た
箇
所
は

１
４
５
カ
所
と
な
り
、
こ
れ
ら
施
設
の

早
期
復
旧
に
係
る
費
用
と
公
共
施
設
災

に
係
る
調
査
設
計
費
を
合
わ
せ
た
総
額

９
７
０
１
万
５
千
円
に
つ
い
て
は
、
専

決
処
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
補
助
を
受
け
て
復
旧

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
道

路
６
カ
所
、
河
川
25
カ
所
の
合
計
31

カ
所
で
、
補
助
申
請
総
額
は
、
約

７
億
４
９
０
０
万
円
程
度
、
更
に
、
単

独
災
害
復
旧
箇
所
は
、
現
在
調
査
中
で

す
が
、
道
路
、
河
川
、
明
渠
な
ど
合
わ

せ
て
35
カ
所
を
超
え
る
も
の
と
見
込

み
、
土
木
施
設
な
ど
全
体
の
被
害
額
を

９
億
７
５
１
３
万
７
千
円
と
見
込
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
農
林
水
産
業
の
被
災
状
況
に

つ
い
て
は
、
新
冠
町
農
協
が
取
り
ま
と

め
た
、
８
月
29
日
現
在
の
農
業
被
害
の

状
況
で
す
が
、
農
地
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
へ
の
冠
水
ま
た
は
土
砂
な
ど
の
流
入

に
よ
り
、
収
穫
不
能
と
な
り
ま
し
た

農
作
物
の
被
害
は
約
３
・
５
㏊
で
、
約

５
２
０
万
円
の
被
害
額
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
併
せ
て
、
農
地
お
よ
び
附
帯
す

る
農
道
や
排
水
路
、
牧
柵
な
ど
の
決

壊
や
流
失
な
ど
に
伴
う
被
害
額
は
約

１
２
６
０
万
円
と
見
込
み
、
農
業
全
体

の
被
害
額
は
約
１
７
８
０
万
円
に
上
る

も
の
と
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
農
地
な
ど

に
係
る
復
旧
に
対
し
、
新
冠
町
農
協
を

通
じ
て
「
小
規
模
農
地
災
害
復
旧
事
業
」

の
補
助
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
早

急
な
対
応
を
要
す
る
と
の
判
断
か
ら
、

農
業
者
11
名
、
19
カ
所
の
復
旧
に
係
る

町
補
助
金
５
７
０
万
円
を
専
決
処
分
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
町
が
管
理
す
る
林
道
、
治
山

施
設
お
よ
び
町
有
牧
野
関
係
の
被
害
状

況
に
つ
い
て
で
す
が
、
林
道
に
関
し
て

は
、
５
路
線
で
路
面
の
洗
堀
や
崩
壊
が

生
じ
る
と
と
も
に
、
治
山
施
設
11
カ
所

で
土
砂
が
埋
塞
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
町
有
牧
野
で
は
管
理
道
路

の
決
壊
な
ど
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
施
設
に
つ
い
て
も
迅
速
な

復
旧
を
要
し
た
こ
と
か
ら
係
る
費
用

９
６
４
万
７
千
円
を
専
決
処
分
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
状
況

か
ら
、
町
全
体
の
被
害
合
計
額
は
、

10
億
５
０
８
万
１
千
円
と
算
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
住
宅
の
被
災
状
況
に
つ
い
て

で
す
が
、
床
上
浸
水
２
戸
、
床
下
浸
水

２
戸
の
被
害
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
被

災
後
、
直
ち
に
消
毒
お
よ
び
防
疫
作
業

を
実
施
し
て
お
り
、
床
上
浸
水
２
戸
の

方
々
に
は
見
舞
金
を
支
給
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
災
害
復
旧
に
関
し
ま
し

て
は
、
国
の
激
甚
指
定
を
受
け
た
こ
と

も
あ
り
、
９
月
３
日
に
は
、
当
町
に
長

谷
川
参
議
院
議
員
、
堀
井
衆
議
院
議
員
、

藤
澤
道
議
会
議
員
が
来
庁
し
、
日
高
総

合
開
発
期
成
会
と
し
て
、
日
高
管
内
お

よ
び
新
冠
町
の
被
害
状
況
の
報
告
お
よ

び
要
望
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

１　

「
教
育
委
員
会
点
検
・
評
価
報
告
書
」

の
提
出
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
令
和
３
年
度
に
教
育
行

政
執
行
方
針
で
掲
げ
た
重
点
施
策
に
基

づ
き
、
教
育
委
員
会
各
課
が
実
施
し
た

事
務
事
業
に
つ
い
て
内
部
評
価
を
行
っ

た
後
、
学
校
運
営
協
議
会
、
社
会
教
育

委
員
協
議
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
、
更
に
は
、
認
定
こ
ど
も
園
保
護
者

会
に
外
部
評
価
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

令
和
３
年
度
の
教
育
行
政
の
執
行
に

あ
た
っ
て
は
、
重
点
施
策
に
基
づ
き
、

計
画
し
た
事
務
事
業
を
展
開
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
教
育
予
算
全
体
に
わ
た
り

ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
概
ね
計

画
ど
お
り
実
施
で
き
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
管
理
課
所
管
事
務
事
業
で
は
、

新
学
習
指
導
要
領
に
係
わ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
活
用
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
研
修
・
研
究
の
実
施
、
朝
日
小
学
校

お
よ
び
新
冠
小
学
校
の
学
校
事
情
に
対

応
し
た
町
費
負
担
教
職
員
の
配
置
、
認

定
こ
ど
も
園
の
園
児
数
増
加
に
対
応
し

た
職
員
配
置
、
更
に
は
、
新
ひ
だ
か
町

内
の
高
等
学
校
に
通
学
す
る
通
学
定
期

券
利
用
者
へ
の
通
学
費
助
成
な
ど
、
計

画
し
た
教
育
環
境
整
備
と
、
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
教
育
活
動
の
実
践
が
図
ら
れ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
課
所
管
事
務
事
業

に
つ
い
て
は
、
動
画
配
信
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
集

客
事
業
を
展
開
し
、
レ
・
コ
ー
ド
館
を

中
心
と
し
た
特
徴
あ
る
社
会
教
育
事
業

の
実
践
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
歴
史
な

ど
の
資
源
を
活
用
し
た
学
習
や
体
験
機

会
の
提
供
、
更
に
は
、
体
力
向
上
や
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
提
供
な
ど
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
年
間
を
通
じ
た
事
業
展
開
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
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２　

令
和
４
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

本
年
、
４
月
19
日
に
小
学
校
６
学
年
、

中
学
校
３
学
年
を
対
象
に
国
語
お
よ
び

算
数
・
数
学
、
そ
し
て
今
年
度
は
３
年

に
一
度
実
施
さ
れ
る
理
科
も
加
え
、
３

教
科
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

教
科
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
で
は
、
国
語
は
例
年
を
上
回
り

全
国
平
均
と
の
差
が
縮
ま
り
ま
し
た
。

　

算
数
は
例
年
を
下
回
り
ま
し
た
が
、

全
国
平
均
と
の
差
が
若
干
縮
ま
る
と
い

う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

問
題
の
難
易
度
に
よ
っ
て
も
平
均
正
答

率
は
上
下
し
ま
す
が
、
全
道
・
全
国
平

均
か
ら
み
て
も
依
然
と
し
て
「
低
い
」

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

理
科
は
前
回
と
「
ほ
ぼ
同
様
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
全
道
・
全
国
平
均
と
比

べ
る
と
「
や
や
低
い
」
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
国
語
は
例
年
と
「
同

様
」、
数
学
は
例
年
よ
り
「
低
い
」
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
全
道
・
全
国
平
均

と
比
べ
て
も
国
語
は
「
同
様
」、
数
学

は
「
低
い
」
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

理
科
は
前
回
よ
り
「
低
い
」
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
道
・
全
国
平
均

と
「
ほ
ぼ
同
様
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
質
問
紙
か
ら
は
、

北
海
道
や
全
国
の
平
均
に
比
べ
、
小
学

校
で
は
「
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事

に
参
加
し
て
い
る
」
、
小
中
共
通
の
傾

向
と
し
て
「
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る

た
め
に
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が

あ
る
」
と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合

が
高
い
こ
と
か
ら
、
社
会
に
開
か
れ
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
児
童
生
徒
が
多
い

こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　

更
に
、
中
学
校
で
は
「
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
勉
強
の

た
め
に
使
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
生

徒
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
一
人

一
台
端
末
が
日
常
の
授
業
の
中
で
有
効

的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

一
方
、「
家
庭
学
習
時
間
」
が
少
な

く
「
ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
用
す
る
時
間
」
が
多
い
な
ど
、
小
中

共
通
の
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
調
査
は
、
児
童
生
徒
が
身
に
着
け

る
べ
き
学
力
の
一
部
分
の
傾
向
で
あ
る

こ
と
や
、
調
査
結
果
は
、
学
校
に
お
け

る
教
育
活
動
の
一
側
面
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
と
他
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に

分
析
・
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

個
々
の
設
問
や
領
域
な
ど
に
着
目
し

て
、
学
習
指
導
上
の
課
題
を
把
握
・
分

析
し
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
意

欲
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

各
校
に
お
い
て
は
、
本
年
度
の
結
果

を
踏
ま
え
、
校
長
を
中
心
と
し
て
、
教

職
員
が
詳
細
な
結
果
分
析
を
行
い
、
共

通
認
識
を
持
っ
た
上
で
、
今
後
の
授
業

改
善
や
、
家
庭
学
習
の
定
着
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
で
は
各
校
の
結
果
分
析
な

ど
を
受
け
て
、
教
職
員
で
組
織
す
る
学

力
向
上
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
町
と

し
て
の
分
析
と
課
題
整
理
を
行
っ
た
上

で
、
目
標
を
定
め
町
全
体
と
し
て
共
通

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

３　

中
体
連
全
道
大
会
お
よ
び
各
種
大
会

の
出
場
結
果
に
つ
い
て

　

新
冠
中
学
校
で
は
、
本
年
度
、
陸
上
、

柔
道
、
剣
道
、
卓
球
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
５
種
目
が
、
中
体
連
全
道
大
会
へ

の
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
目
に
お
い
て
健
闘
し
た
も
の

の
、
柔
道
個
人
戦
お
よ
び
卓
球
個
人
戦

の
２
回
戦
進
出
を
最
高
成
績
と
し
て
、

全
道
大
会
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

全
道
大
会
へ
出
場
し
た
生
徒
た
ち

は
、
緊
張
感
溢
れ
る
会
場
に
お
い
て
、

技
術
力
や
精
神
力
の
面
で
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
吹
奏
楽
部
に
お
い
て
は
、
８

月
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
日
胆
地
区
予

選
大
会
で
、
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
全
道
へ
の
出
場
権
を
得
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
安
定

し
た
成
績
を
維
持
し
て
お
り
、
社
会
教

育
と
連
携
し
た
吹
奏
楽
指
導
に
よ
る
成

果
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

４　

小
学
校
統
合
に
係
る
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

本
年
度
の
計
画
に
基
づ
き
、
７
月
13

日
に
、
第
２
回
小
学
校
統
合
準
備
委
員

会
会
議
を
招
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
心
配
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
「
通
学
バ
ス
」
、「
災
害
対

応
」
、「
交
流
学
習
」
に
関
わ
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
、
協
議
し
、
そ
の
後
、

７
月
15
日
に
、
朝
日
小
学
校
の
保
護
者

に
対
し
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
の

で
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
通
学
バ
ス
で
は
、
統
合
計
画

の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
現
行
の
７
路

線
を
基
本
に
、
長
距
離
路
線
の
１
経
路

を
見
直
し
、
全
て
の
路
線
に
お
い
て
乗

車
時
間
を
１
時
間
以
内
と
す
る
、
令
和

６
年
度
か
ら
の
路
線
図
を
示
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
災
害
対
応
で
は
、
新
冠
小
学

校
と
新
冠
中
学
校
の
大
津
波
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
の
様
子
お
よ
び
、
本
年
３

月
に
町
が
作
成
し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
避
難
先
、
避
難
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
、
ま

た
、
交
流
学
習
で
は
、
全
て
の
学
年
に

お
い
て
複
数
回
の
交
流
学
習
を
行
う
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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今
後
に
お
い
て
は
、
新
冠
小
学
校
保

護
者
へ
の
説
明
会
を
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
町
立
小

学
校
統
合
準
備
委
員
会
に
お
い
て
協
議

を
深
め
、
円
滑
な
統
合
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

５　

感
染
症
対
策
に
係
る
教
育
委
員
会

の
対
応
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

７
月
に
入
り
日
高
管
内
に
お
い
て
も
急

激
に
感
染
が
拡
大
し
、
新
冠
中
学
校
お

よ
び
認
定
こ
ど
も
園
関
係
者
に
感
染
が

判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
感
染
状
況
の
確

認
や
感
染
拡
大
防
止
な
ど
感
染
症
対
策

に
万
全
を
期
す
た
め
、
町
感
染
症
対
策

本
部
の
方
針
と
し
て
休
業
措
置
を
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

休
業
措
置
の
状
況
は
、
新
冠
中
学
校

に
つ
い
て
、
７
月
11
日
に
管
内
中
体
連

会
長
か
ら
中
体
連
大
会
で
当
町
を
会
場

と
し
た
種
目
に
参
加
し
た
関
係
者
に
、

感
染
者
や
体
調
不
良
者
が
確
認
さ
れ
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
７
月
12
日
に
、

同
種
目
に
参
加
し
た
中
学
校
関
係
者
１

名
の
感
染
お
よ
び
体
調
不
良
者
が
判
明

し
た
こ
と
か
ら
、
７
月
13
日
か
ら
18
日

ま
で
の
６
日
間
、
対
象
学
年
を
学
年
閉

鎖
措
置
と
し
ま
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
８
月

８
日
に
園
関
係
者
２
名
が
感
染
、
翌
９

日
に
４
名
の
感
染
が
判
明
し
た
こ
と
か

ら
、
８
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
５
日

間
、
休
園
措
置
と
し
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
に
園
を
再
開
し
ま
し
た

が
、
同
日
４
名
の
感
染
が
判
明
し
、
職

員
に
つ
い
て
も
感
染
な
ど
に
よ
り
自
宅

待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
園
運
営
へ
の

影
響
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
８
月
16
日
か

ら
21
日
ま
で
の
６
日
間
、
再
度
、
休
園

措
置
と
し
ま
し
た
。

　

休
業
期
間
中
の
感
染
者
は
、
新
冠
中

学
校
関
係
者
３
名
、
認
定
こ
ど
も
園
関

係
者
28
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
町
感
染
症
対
策
本
部
に
お

い
て
、
認
定
こ
ど
も
園
休
園
期
間
中
の

休
館
が
必
要
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
休
館
措
置
と
し
ま
し
た
。

６　

８
月
15
日
・
16
日
の
大
雨
に
よ
る

学
校
の
対
応
に
つ
い
て

　

８
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
の
大

雨
に
よ
り
、
16
日
、
17
時
の
段
階
に
お

い
て
、
大
雨
警
報
お
よ
び
洪
水
警
報
が

発
令
さ
れ
お
り
、
道
路
状
況
に
つ
い
て

も
、
通
行
止
め
や
片
側
通
行
が
発
生
す

る
な
ど
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
運
行

が
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
冠
小
学
校
と
朝
日
小
学
校
は
17

日
、
新
冠
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
18
日

か
ら
２
学
期
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
教

育
委
員
会
で
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

に
か
か
る
安
全
面
や
学
校
の
教
育
活
動

へ
の
影
響
に
鑑
み
、
各
学
校
長
と
協
議

を
し
た
上
で
、
朝
日
小
学
校
を
８
月
17

日
の
１
日
間
、
臨
時
休
業
措
置
と
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

７　

令
和
４
年
度
新
冠
町
少
年
国
内

研
修
交
流
事
業
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
児
童
生
徒
の
他
県

へ
の
派
遣
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
令

和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
と
２
年
連
続
、

本
事
業
に
つ
い
て
は
中
止
の
判
断
を
し

て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
選
抜

制
を
導
入
し
、
研
修
目
的
を
明
確
化
す

る
た
め
、
事
前
・
事
後
の
研
修
や
児
童

生
徒
に
よ
る
成
果
発
表
形
式
の
報
告
会

を
行
っ
て
お
り
、
参
加
者
本
人
の
積
極

性
と
高
い
学
習
意
欲
が
必
要
な
リ
ー

ダ
ー
研
修
と
位
置
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
要
素
の
大
き
さ
に
比
例
し
、
研

修
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
験
や
達
成
感
、

ま
た
異
学
年
で
協
働
す
る
一
体
感
は
、

健
全
な
人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
本
事
業
の
重
要
性
を
踏

ま
え
、
今
年
度
の
事
業
実
施
に
関
し
ま

し
て
は
、
年
度
当
初
よ
り
感
染
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
、
教
育
委
員
や
交
流
先

の
沖
縄
県
金
武
町
中
川
区
子
ど
も
会
な

ど
、
関
係
機
関
と
協
議
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
２
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
直
近
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

が
終
了
し
て
以
降
は
、
社
会
経
済
活
動

は
維
持
し
て
い
く
方
針
に
転
換
し
て
い

る
一
方
で
、
現
状
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す

が
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
が
あ
る
児
童
生
徒
、

ま
た
、
そ
れ
を
理
解
す
る
保
護
者
に
対

し
て
は
、
研
修
機
会
を
で
き
る
限
り
提

供
し
て
い
き
た
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度

の
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
当
初
の

計
画
通
り
沖
縄
県
へ
派
遣
す
る
判
断
を

し
ま
し
た
。

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
起
こ
り
う
る

事
態
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
、
参
加
さ

れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
へ
は
丁
寧
に

説
明
し
、
安
全
で
意
義
深
い
研
修
と
な

る
よ
う
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。
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令和元年度
少年国内研修の様子

P6  広報にいかっぷ　2022.10 広報にいかっぷ　2022.10 P5



ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

９
月
27
日
に
新
冠
小
学
校
で
、
９
月
29

日
に
は
、
朝
日
小
学
校
で
「
マ
ラ
ソ
ン
記

録
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
約
１
カ
月
間
、
体
育
の

授
業
や
休
み
時
間
に
練
習
を
重
ね
、
記
録

会
本
番
に
挑
み
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
と
な
っ
た
記
録
会
当
日
、
多
く

の
保
護
者
が
見
守
る
中
、
児
童
た
ち
は
、

自
己
記
録
の
更
新
を
目
標
に
掲
げ
て
、
力

い
っ
ぱ
い
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け

ま
し
た
。

新
冠
・
朝
日
小
学
校

マ
ラ
ソ
ン
で
限
界
に
挑
戦

　

９
月
１
日
に
落
成
し
た
ポ
ロ
シ
リ

生
活

館
で
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
な
儀
式
で
あ
る
第

40
回
新
冠
無
縁
墓
供
養
法
要
（
イ
チ
ャ
ル

パ
）
が
18
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
の
大

川
勝
理
事
長
、
新
冠
ア
イ
ヌ
協
会
の
渕
瀨

清
会
長
や
町
議
会
の
荒
木
正
光
議
長
ら
関

係
者
約
50
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
判
官
館
無
縁
納
骨
堂
に

８
４
７
体
の
遺
骨
が
眠
る
先
祖
の
霊
を
慰

め
る
た
め
、
神
に
神
酒
を
捧
げ
る
カ
ム
イ

ノ
ミ
な
ど
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
新

冠
民
族
保
存
会
と
静
内
民
族
文
化
保
存
会

に
よ
る
、
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ロ
シ
リ

生
活
館
で

第
40
回
新
冠
無
縁
墓
供
養
法
要

　

９
月
９
日
、
節
婦
漁
港
で
新

冠
小
学
校
３
年
生
と
朝
日
小
学

校
３
・
４
年
生
の
児
童
を
対
象
に

「
漁
業
学
習
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
関
係
者
か
ら
マ
ツ
カ

ワ
稚
魚
約
30
匹
の
入
っ
た
バ
ケ

ツ
を
受
け
取
り
、
岸
壁
に
特
別
に

用
意
さ
れ
た
放
水
路
か
ら
海
へ

稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
漁
船
の
操
舵
室
の
見
学

や
水
揚
げ
さ
れ
た
タ
コ
や
ぶ
り

に
も
触
れ
る
な
ど
、
地
元
の
漁
業

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

元
気
に
帰
っ
て
き
て
ね
!!

３
万
７
千
匹
の

マ
ツ
カ
ワ
稚
魚
を

放
流

　

９
月
９
日
、
新
冠
中
学
校
で

「
第
49
回
新
冠
中
学
校
学
校
祭
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
感
染
対
策
を
十
分
に

講
じ
、
３
年
ぶ
り
に
合
唱
が
復

活
。
生
徒
た
ち
の
美
し
い
歌
声

が
体
育
館
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

合
唱
の
ほ
か
、
壁
新
聞
、
壁

画
の
制
作
、
吹
奏
楽
や
演
劇
な

ど
の
発
表
が
あ
り
、
限
ら
れ
た

期
間
の
中
で
ク
ラ
ス
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
充
実
し
た

学
校
祭
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
校
学
校
祭　

～
魂
を
さ
さ
げ
～

Ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
ｎ　

ｙ
ｏ
ｕ
ｒ　

ｓ
ｏ
ｕ
ｌ

　

９
月
12
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
「
子
ど
も
芸
術
劇
場
」
が

開
か
れ
、
新
冠
小
学
校
・
朝
日

小
学
校
の
全
児
童
が
道
内
を
拠

点
に
活
動
す
る
音
楽
グ
ル
ー
プ

「
ア
ス
テ
リ
ズ
ム
」
の
演
奏
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
フ
ル
ー
ト
や

バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
楽
器
の
生

演
奏
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
や
リ

ズ
ム
遊
び
な
ど
も
行
わ
れ
、
音

楽
の
世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
子
ど
も
芸
術
劇
場
」

イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
や

リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

　

９
月
10
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
「
認
知
症
勉
強
会
」
が
開
か

れ
、
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
勉
強
会
は
、
地
域
で
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か

く
見
守
る
こ
と
の
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
、
町
保
健
福
祉
課
高
橋

昌
嗣
介
護
支
援
係
長
が
講
師
と

な
り
、
認
知
症
の
人
に
は
「
見

守
る
こ
と
」「
余
裕
を
持
っ
て

対
応
す
る
」
な
ど
、
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

地
域
の
方
々
の
理
解
が
重
要
で
す

　

９
月
21
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

前
で
秋
の
交
通
安
全
運
動
「
人

の
波
作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
交
通
安

全
週
間
に
合
わ
せ
て
年
に
２
回

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

や
建
設
協
会
関
係
者
な
ど
、
約

１
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
交
通
安
全
の
黄
色

い
旗
を
手
に
、
車
が
通
過
す

る
た
び
に
安
全
運
転
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

秋
の
交
通
安
全
運
動

人
の
波
作
戦
で
安
全
運
転
呼
び
か
け

　

９
月
20
日
、
新
冠
町
内
で
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
を
運
営

す
る
合
同
会
社
ｃ
ａ
ｒ
ｅ　

Ｌ

ａ
ｂ
に
よ
る
、「
ケ
ア
ラ
ボ
カ

フ
ェ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
所
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
所
属
し
て
お
り
、普
段
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が

自
立
し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う

居
宅
介
護
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
脳
ト
レ
体
操
や

茶
話
会
を
行
っ
た
後
、
最
後
に

雑
巾
縫
い
を
行
い
ま
し
た
。

ケ
ア
ラ
ボ
カ
フ
ェ
で

社
会
貢
献

手
作
り
雑
巾
を
町
内
施
設
に
寄
附

　

９
月
18
日
、節
婦
自
治
会
（
扇

谷
勉
会
長
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
今
年
も
敬
老
会
を
中
止
と

し
た
た
め
、
自
治
会
役
員
10
名

が
75
歳
以
上
の
対
象
者
に
敬
老

の
し
お
り
と
記
念
品
を
各
家
庭

を
訪
問
し
手
渡
し
ま
し
た
。

　

扇
谷
会
長
は
、
対
象
者
の
長

寿
を
祝
い
「
明
日
へ
の
希
望
を

持
ち
続
け
、
楽
し
い
日
々
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

節
婦
自
治
会　

長
寿
を
お
祝
い

75
歳
以
上
の
対
象
者
１
１
４
名
に

　

９
月
28
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者

や
お
子
さ
ん
の
持
つ
保
護
者
ら

を
対
象
に
「
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の

栄
養
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
の
小
森
千
聡

管
理
栄
養
士
が
講
師
と
な
り
、

成
長
期
だ
か
ら
こ
そ
お
さ
え
て

お
き
た
い
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
、

運
動
時
に
お
け
る
水
分
摂
取
や

捕
食
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。

し
っ
か
り

食
べ
て
、
よ
り

強
く
な
る
た
め
に

５
大
栄
養
素
で

バ
ラ
ン
ス
の

良
い

食
事
を
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第 52 回新冠町民文化祭のお知らせ
【芸能発表会】

○日　程：10 月 16 日（日）　開場：12 時 30 分～

　　　　　　　　　　　　　 開演：13 時 00 分～

○会　場：レ・コード館　町民ホール

　今年度の芸能発表会は、３年ぶりに観客を動員

しての通常開催となります。

　コロナ禍のため、さまざまな感染対策にご協力

いただくこととなりますが、皆さまのご来場を心

よりお待ちしています。

○出演団体

新冠中学校吹奏楽部、シングシング、ルノールバ

レエグループ、合唱団 Vol、新冠フラサークル、

新冠判官太鼓保存会、市民劇団『ど・こ～れ新冠』、

Glow　Of　Diamonds、ハーモニカサークルハルニ

レ、こまどり民謡会、Snow Drop-S

【総合作品展】

○日　程：令和４年 10 月 21 日（金）～ 23 日（日）

　　　　 10時～ 18時　※ 23日（日）は 16時まで

○会　場：レ・コード館　町民ホール

○出展作品

絵画、陶芸、写真、短歌、華道作品、書道作品、町

内３校在校生作品、認定こども園園児作品、放課

後子ども教室陶芸作品、町内福祉施設利用者作品

※町民文化祭は入場無料です

令和５年新冠町二十歳を祝う式典

のお申し込み
※成人年齢の引き下げに伴い、名称を「成人式」

から「二十歳を祝う式典」へ変更しています。

　令和５年１月８日（日）レ・コード館において、

「二十歳を祝う式典」を開催します。出席するに

は事前申し込みが必要となります

○対象者

　平成 14年４月２日～平成 15年４月１日生まれ

の方で、次の条件を満たす方。

　（1）現在、町内に在住している方

　（2）新冠町出身の方

○開催日時

　令和５年１月８日（日）　12時 00分～

○会　場

　レ・コード館町民ホール

○申込方法

①対象となる新成人の名前、②生年月日、③現住所、

④案内状の送付先を社会教育課へお伝えください。

申し込みは家族の方でも構いません。なお、すでに

案内文書が届いている方も、申し込みが必要です。

○申込期限

　令和４年 11月 18日（金）まで

●問い合わせ先
　教育委員会社会教育課（レ・コード館内）
　電話：0146-45-7833 FAX：0146-45-7778
　メール：record01@cocoa.ocn.ne.jp

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆白藤　知鶴	 （バスタオル２袋）

☆武田　ハル	 （古布３袋）

☆小松　キミ	 （古布２袋）

☆三好　清子	 （古布２袋）

☆ルナ美容室	 （タオル１箱）

☆ボランティアグループあゆみ	 （カット布８束）

☆ボランティアグループちょぼら	

（カット布６袋・タオル１袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆渡邊　研史	 （30,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆大雅くん	 （古切手 300 枚）

☆愛友ちゃん	 （古切手 300 枚）

☆匿　名	 （古布１袋）

☆匿　名	 （古布４袋）

☆匿　名	 （古布３袋）

役場からのお知らせ
－ Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

１０
月

15日（土）
16日（日）
17日（月）

受付時間

　６：30 ～

・特定健診、若年健診

・胃、肺、大腸、前立腺がん検診

・肝炎ｳｲﾙｽ、ｴｷﾉｺｯｸｽ症検査

・風しん抗体価検査

東町生活館

25日（火）
受付10：00～ 4・7・12ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付13：00～ 1歳 6ヶ月・3歳児健康診査

１1
月

11日（金） 10：00～11：30
母親学級キレイ☆ママパパる～む

～育児編～
東町生活館

14日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

16日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 東町生活館

　次の日程により、贈呈式を挙行いたします

ので、町民の皆さんのご参列をお待ちしてお

ります。

・日時　11 月３日（木祝）　午前 10時開式

・場所　レ・コード館　町民ホール

●問い合わせ先：総務課総務グループ　☎ 0146・47・2497

　町では、安全で良質な水道水の供給を行うため、

定期的に水質検査を実施しています。

　今年度は、７月～９月にか

けて全項目検査を実施したと

ころ、全ての水質項目におい

て、基準に適合していること

を確認しましたのでお知らせ

します。

　詳しくは、建設水道課窓口と町ホームページに

も掲載していますのでご覧ください。

●問い合わせ先

　建設水道課建設グループ上下水道係 ☎ 0146・47・2519

新冠町功労賞・善行賞贈呈式

水道水の水質検査結果

　マイナンバーカードを取得することなどで最

大２万円分のポイントが受けられる「マイナポ

イント第２弾」について、ポイントを受け取れ

るマイナンバーカードの申請期限が９月末から

12 月末まで延長されました。

　マイナンバーカードを取得すると、身分証明

証や保険証として使うことができるほか、さま

ざまな機能が利用できます。

※ご自身で手続きが難しい場合は、職員がサポー

トします。まずはご相談ください。

●問い合わせ先　町民生活課　☎ 0146・47・2112

★チャイルドランド★
・期日　①10月 20日（木）10時～11時 30分

　　　　②11月 10日（木）10時～11時 30分

・内容　①『楽しいサーキット』

　　　　②子育て講座『子どもの成長について』

・申し込み期間

　　　　① 10 月 18 日（火）まで

　　　　② 11 月 ８日（火）まで

・定員　①８組（０歳～就学前）

　　　　②５～６組（０歳～就学前）

★おしゃべりルーム★
・期日　11 月 17 日（木）10 時～ 11 時 30 分

・内容　『ぬいぐるみのお泊まり会』

・申し込み期間

　　　　11 月 15 日（火）まで

・定員　５～６組（０歳～就学前）

●問い合わせ先：子育て支援センター ☎ 0146・47・4525

マイナンバーカードの
申請期限が年末まで延長

　今年度も４月から地域貢献の一環として、町内の

公共施設や道路などの環境整備に貢献いただき、あ

りがとうございました。

　令和４年度上半期に実施していただいた地域貢献

活動は下記のとおりです。

令和４年度上半期『地域貢献活動』

事業内容

町内道路清掃

町民グランド門扉及び倉庫
入口等の補修

ＪＲ鉄路周辺環境整備
（草刈り等）　節婦町①

ＪＲ鉄路周辺環境整備
（草刈り等）　市街地①

道の駅サラブレッドロード
駐車場整備

町道判官館２号線草刈及び
支障木伐採

東町避難階段補修

ＪＲ鉄路周辺環境整備
（草刈り等）　節婦町②

ＪＲ鉄路周辺環境整備
（草刈り等）　市街地②

団体・会社名

新冠建設協会

㈱梶浦組

ケイセイマサキ
建設㈱

㈱出口組
北海土建工業㈱

㈱冠建

ケイセイマサキ
建設㈱

㈱手塚組

ケイセイマサキ
建設㈱

㈱出口組
北海土建工業㈱

期　日

４月 ４日
５日

４月 26日
27日

７月 11日
～ 13日

７月 13日
～ 15日

８月 ８日
９日

８月 30日
～９月２日

９月 17日

９月 20日
21日

９月 29日
～10月１日

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止及び延期す

る場合があります。事業の詳細は、対象者への個別案内や

町政事務委託文書などでお知らせします。
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自
筆
で
作
成
し
た
遺
言
書

（
自
筆
証
書
遺
言
書
）
を
１
件

３
９
０
０
円
で
法
務
局
に
預
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①

法
務
局
に
自
筆
証
書
遺
言
書
を

預
け
る
こ
と
で
紛
失
、
改
ざ
ん

の
恐
れ
が
な
く
な
る
こ
と
、
②

相
続
開
始
後
に
家
庭
裁
判
所
に

よ
る
遺
言
書
の
検
認
手
続
が
不

要
と
な
る
こ
と
、
③
遺
言
者
が

亡
く
な
っ
た
際
、
生
前
に
指
定

し
て
い
た
者
に
対
し
て
法
務
局

か
ら
相
続
が
発
生
し
た
こ
と
を

通
知
で
き
る
こ
と
で
す
。
特
に

③
に
つ
い
て
は
、
公
正
証
書
遺

言
に
は
な
い
制
度
で
あ
り
、
こ

の
通
知
に
よ
っ
て
、
相
続
人
が

遺
言
書
の
存
在
を
知
ら
ず
に
相

続
手
続
を
進
め
て
し
ま
う
恐
れ

が
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局
総
務
係

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
１
５

　

北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
（
会
社
員
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
、

学
生
さ
ん
な
ど
働
く
す
べ
て
の

人
）
及
び
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が
次

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
最
低
賃
金
時
間
額

　

９
２
０
円

・
効
力
発
生
年
月
日　

　

令
和
４
年
10
月
２
日

○
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び

時
間
外
等
割
増
賃
金
は
算
入
さ

れ
ま
せ
ん
。

○
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
い
場
合
は
、
最
低
賃

金
法
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
特
定
の
産
業
（「
処
理
牛
乳
・

乳
飲
料
、
乳
製
品
、
糖
類
製
造

業
」、「
鉄
鋼
業
」、「
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気

機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
」
、
「
船
舶
製
造
・
修

理
業
、
船
体
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
業
」
）

で
働
く
方
に
は
、
北
海
道
の
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１

　

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
と
思

わ
れ
て
い
る
方
に
向
け
た
就
労
自

立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の
他
就
職

相
談
も
歓
迎
で
す
。

　

「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無

料
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
時　

10
月
25
日
（
火
）

　

13
時
30
～
15
時
（
先
着
順
・
予
約
可
）

・
対
象　

お
お
む
ね
15
歳
か
ら
49

歳
の
方
、
ご
家
族

・
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
静
内
分
室

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ピ
ュ
ア
３
階

・
内
容　

就
労
相
談
・
就
労
体
験
ほ
か

●
お
問
い
合
わ
せ
先

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
１
４
４
・
８
４
・
８
６
７
０

○
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海

道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
で
す
。

○
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す

る
苦
情
で
あ
れ
ば
、
苦
情
審
査

委
員
に
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

○
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
苦
情

審
査
委
員
が
公
正
で
中
立
的
な

立
場
か
ら
、
道
の
関
係
機
関
に

対
し
、
必
要
な
調
査
等
を
行
い

ま
す
。

○
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に

不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ

る
と
き
は
、
道
の
機
関
に
是
正

や
改
善
を
求
め
ま
す
。

○
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保

護
に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

①
苦
情
申
立
て
の
窓
口
は
、
道

庁
の
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
又
は

各
総
合
振
興
局
（
振
興
局
）
の

総
務
課
で
す
。

②
苦
情
申
立
書
及
び
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

③
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
申

立
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.

h
o
k
k
a
i
d
o
.
l
g
.
j
p
/

s
s
/
d
s
c
/
k
u
j
y
o
u
-

mousitate.html

④
苦
情
申
立
書
等
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
苦
情
申
立
て
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
も
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

※
電
話
や
匿
名
で
の
申
立
て
は

受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

⑤
お
問
い
合
わ
せ
先

●
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

・
Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

０
１
１
・
２
０
４
・
５
５
２
３

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
１
１
・
２
４
１
・
８
１
８
１

・
メ
ー
ル

　

k
u
j
y
o
u
.
k
o
u
e
k
i
@
p
r
e
f
.

hokkaido.lg.jp

　

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
心
配
ご
と

や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口

を
常
設
し
て
い
ま
す
が
、
偶
数
月

に
は
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
面
接

相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
面
接
相
談
日
は
次
の

日
程
で
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
の
あ
る
方
は
ご
来
所
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
要
望
に
応
じ
て
ご
自
宅
な

ど
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

○
日　

時　

10
月
26
日
（
水
）

　

10
時
～
15
時

○
場　

所　

町
社
会
福
祉
協
議
会

○
相
談
員　

奥
山　

徳
男　

氏

○
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

セ
ン
タ
ー
開
設
日

10
月-

17
日
（
月
）・
19
日
（
水
）

　
　
　

24
日
（
月
）・
26
日
（
水
）

　
　
　

31
日
（
月
）

11
月-

２
日
（
水
）・
７
日
（
月
）

　
　
　

９
日
（
水
）・
14
日
（
月
）

　
　
　

16
日
（
水
）・
21
日
（
月
）

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

み
ん
な

チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

赤い羽根共同募金運動
　赤い羽根共同募金運動が

10 月１日から 12 月 31 日の

期間で行われています。

　寄せられた募金は高齢者、

子ども、障がい者などを対象

とした幅広い福祉活動のため

に役立られます。協力の方法

は町内各所の募金箱や寄付金

付きのバッチ、クリアファイ

ルなどにより募金できますの

でご協力をお願いします。

●問い合わせ先

　新冠町共同募金委員会

　☎ 0146・47・2130

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

（TEL）0146-44-2855

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

自
筆
証
書
遺
言
書
を

法
務
局
で
預
か
り
ま
す

心
配
ご
と

相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談

働
き
た
い
方
の
た
め
の

出
張
相
談
会

知
っ
て
ま
す
か
？

道
の
苦
情
審
査
委
員
制
度

～古布を集めています～

　ご自宅に古シーツや古着な

どの布製品がありましたら、

老人ホーム恵寿荘・新冠町社

会福祉協議会にご持参くださ

い。

●問い合わせ先

　老人ホーム恵寿荘

　☎ 0146・47・2355

　新冠町社会福祉協議会

　☎ 0146・47・2130
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今月の一冊

よって件のごとし
三島屋変調百物語八之続

宮部 みゆき著／ KADOKAWA

　神田の袋物屋・三島屋で行

われている風変わりな百物語

だが、２代目の聞き手・富次

郎はおちかの出産を目前に休

止することに。最後の語り手

の夫婦が語るのは…。

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢
新着ガイド

こんな人いるよねぇ～	 つぶやきシロー

勝手に集中力がつく１分ドリル	 池田 義博

縄文人は海を越えたか?	 水ノ江 和同

世界一楽しい!会社四季報の読み方	 藤川 里絵

社会保障あんしん教室	 藤岡 夕里子

科学のトリセツ	 元村 有希子

気候変動と「日本人」20万年史  	 川幡 穂高

家呑みサイコーつまみ	 市瀬 悦子

カムイの生命	 山本 純一

てんまる  	 山口 謠司

空をこえて七星のかなた	 加納 朋子

祈りのカルテ　２	 知念 実希人

神よ憐れみたまえ	 小池 真理子

乱鴉の空	 あさの　あつこ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

12：45～ 13：10	 新冠中学校

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

10：10～ 10：30	 朝日小学校

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

12：45～ 13：10	 新冠中学校

11：00～ 11：15	 おうるの郷

12：15～ 12：30	 子ども発達支援センター

10 月 20 日

26 日

28 日

11 月 10 日

11 日

16 日

17 日

※新型コロナウイルス感染症の状況により運行が
変更および中止となる場合があります。

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

私の将来の夢は、

パティシエになる

ことです。皆さん

においしいケーキ

を、お届けしたい

です。

武井　心美

ぼくの将来の夢は、

ユーチューバーで

す。ユーチューバー

になっていろいろ

な企画をしたいで

す。

齊藤　空良

私の将来の夢は、

トリマーです。理

由は、動物のお世

話をするのが好き

だからです。

中村　美和

ぼくの将来の夢は、

サ ッ カ ー 選 手 に

なってみたいです。

中川　蓮

ぼくの夢は、世界

一周しておいしい

食べ物をいっぱい

食べたいです。

中川　結愛

　

新
冠
は
か
つ
て
、
軍
馬
や
農
耕
馬
を
育
成
す
る

「
御
料
牧
場
」
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
、
こ
の
牧
場

が
解
放
さ
れ
、
多
く
の
開
拓
者
が
入
植
し
ま
し
た
。

 

新
栄
地
区
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
樺
太
か
ら
の

開
拓
団
が
入
植
し
た
地
で
す
。
主
に
高
台
に
入
植

し
、
う
っ
そ
う
と
し
た
原
始
林
を
切
り
拓
い
て
懸

命
に
開
拓
を
行
い
ま
し
た
。
新
冠
に
は
開
拓
の
苦

労
を
残
す
た
め
、
各
地
域
に
「
開
拓
記
念
碑
」
が

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
栄
で
は
、「
協
力
以

再
生
地
可
拓
」
と
い
う
漢
文
の
題
字
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。「
協
力
を
も
っ
て
再
生
地
を
拓
く
こ
と

が
で
き
た
」
と
読
み
、
開
拓
者
が
と
も
に
協
力
し

な
が
ら
新
栄
の
地
を
再
生
し
た
と
い
う
意
味
が
解

釈
で
き
ま
す
。
石
碑
の
裏
面
に
は
、
四
十
七
人
の

開
拓
者
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
24

　

『
協
力
以
再
生
地
可
拓
』

○
協
力
以
再
生
地
可
拓

　
建
立
年

　
　
昭
和
48
年

　
　
　
　
　
　（
開
拓
25
周
年
記
念
時
に
建
立
）

　
所
在
地

　
　
新
栄
婦
人
ホ
ー
ム
付
近

　
高
さ

　
　
　
約
１
・
４
ｍ

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
10月 22日（土）13：30～定例読み聞かせ

10月 26日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況により予告なく中止と

なる場合があります。中止となった場合は、図書プ

ラザＨＰなどでお知らせします。

　ご来館時はマスク着用、手指消毒や検温などの感

染予防対策にご協力ください。

☆読書週間事業のお知らせ
　図書プラザでは、10月 26 日から 11月 13 日ま

で読書週間事業を実施します。

　特別展示は「小説で読む医療」というテーマで、

医療を題材とした小説を中心に、感染対策など

の知識の本も展示予定です。例年行っているリ

サイクル市も実施を予定しています。

　詳しい内容や日程については、決まり次第図

書プラザのＨＰや館内掲示、レ・コード館のフェ

イスブックなどでお知らせします。

※ご来館の際は、感染対策へのご協力をお願い

します。図書プラザＨＰ
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
４
年
10
月
14
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

 

第
五
十
話

　
 

「
ア
イ
ヌ
の
ク
マ
送
り
に
つ
い
て
」

（
要
約
文
）

○
ク
マ
送
り
と
は

　

ク
マ
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
キ
ム
ン
カ
ム
イ
」
と

い
い
、「
山
の
神
」
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
大

型
の
哺
乳
類
で
あ
る
ク
マ
は
、
毛
皮
や
肉
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
動
物
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
事
象
に
神
が
宿
る
と
し

て
い
る
ア
イ
ヌ
民
族
に
と
っ
て
、
最
高
位
の
神

と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ヒ

グ
マ
猟
に
よ
っ
て
子
グ
マ
を
得
る
と
、
二
年
ほ

ど
飼
育
し
て
か
ら
「
イ
オ
マ
ン
テ
」
と
い
う
「
飼

い
グ
マ
の
霊
送
り
」
の
儀
式
を
行
い
、
天
に

ク
マ
の
魂
を
送
っ
て
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
に
た
く
さ
ん

の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
で

す
。
ク
マ
送
り
の
儀
式
は
付
近
の
人
々
を
集
め

て
盛
大
に
行
わ
れ
る
、
ア
イ
ヌ
民
族
に
と
っ
て

と
て
も
大
き
な
行
事
で
す
。

○
古
老
か
ら
聞
い
た
ク
マ
送
り
の
様
子
の
語
り

　

ま
ず
、
ク
マ
に
縄
を
か
け
る
け
ど
、
こ
れ

が
大
変
な
の
で
す
。
ク
マ
が
入
っ
て
い
る
檻

に
男
性
が
上
が
り
ま
す
。
上
か
ら
縄
を
か
け
る

と
、
熊
が
も
の
す
ご
い
力
で
振
り
切
ろ
う
と
す

る
。
男
性
の
手
の
甲
は
、
す
り
切
れ
て
鮮
血
で

染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
矢
を
熊
に
向

か
っ
て
射
る
の
で
す
。
熊
は
苦
し
ん
で
転
が
る
。

最
後
に
だ
ん
だ
ん
力
尽
き
て
し
ま
っ
た
時
に
、

丸
太
や
縄
を
使
っ
て
の
ど
を
絞
め
て
い
く
の
で

す
。
そ
の
後
、
棒
を
首
の
と
こ
ろ
に
か
け
て
、

熊
に
チ
カ
ル
カ
ル
ペ
（
ア
イ
ヌ
の
衣
服
）
を
着

せ
、
人
々
は
輪
踊
り
を
し
な
が
ら
エ
ー
サ
ホ
ー

イ
、
エ
ー
サ
ホ
ー
イ
と
踊
り
ま
す
。
疲
れ
果
て

る
ま
で
踊
り
続
け
ま
す
。

　

初
め
て
ク
マ
送
り
の
儀
式
を
見
た
と
き
は
、

私
は
ま
だ
子
ど
も
だ
っ
た
か
ら
、
儀
式
の
様
々

な
光
景
を
見
て
腰
を
抜
か
す
ほ
ど
驚
い
た
も
の

で
す
。

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
４
年
10
月
号
（
通
巻
671
号
）

人の

うごき

人　口	 5,206人	 （前月比	 －	12 人）

　男	 2,571人	 （前月比	 －	 5 人）

　女	 2,635人	 （前月比	 －	 7 人）

世 帯	 2,775世帯	 （前月比	 －	 4世帯）
（９月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 31件 （ 34件）

262件 （239件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

１人（２人）

９人（７人）

死　者

０人（０人）

０人（１人）

火災件数

０件（０件）

６件（４件）

発生件数

１件（１件）

６件（７件）

区　分

９月

４年１～９月

区　分

９月

４年１～９月

戸  籍  の  窓

クマ送りの儀式の様子（昭和 14 年頃）

冬の交通安全運動（11/13 ～ 11/22）実施中
　〇　子供、高齢者をはじめとする歩行者の安全確保
　〇　スリップ事故防止と全席シートベルト着用
　〇　飲酒運転の根絶
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静内警察署

８月 21 日～９月 20 日までの届出分（敬称略）

●お誕生おめでとうございます

井 籏 　 夏
な つ と

翔	（広樹	 小雪 )	 中央町

稻 邊 　 光
ひ か り

莉	（啄斗	 恵未 )	 東　町

●おくやみ申し上げます

尾山　ミツ	 　９３歳	 中央町

橋場　ミツ	 　９７歳	 中央町

渡邊　カツ	 １００歳	 節婦町

田海　政春	 　７３歳	 中央町

伊野　テイ	 　８５歳	 東　町

芦沢　ノリ子	　９４歳	 朝　日

小野　　巖	 　８９歳	 古　岸

☆広報に掲載してほしくない方は届出
のとき、町民生活課住民係へお申し出
ください。
●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

パパ　　　　 ママ


